
 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名アパレルデザイン科メンズデザインコース３年 

科目名パタ―ンデザイン論  

単  位          ４ 単位 

授業期間       年間 
 
担当教員(代表)：   小川  登 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

授業概要：アパレル企業を始め衣料関係企業に於ける即戦力を目指した、パタンナーの育成。 

到達目標：各アイテムの原型パタン作成に伴う、採寸方法、体型把握、実物型紙作製、着せ付けテクニック、補正方法迄。 

レベル設定：メンズパタンナーの実技試験に対応する作図法で、シャツ、スラックス、ベスト、ジャケット、コートの各ア

イテムを機能性とデザイン性を加味した裁断方法で実習し型紙設計（パターンデザイン）を体型的に理解させる。 
  

【授業計画】 

コマ 内 容 コマ 内 容 

1  オリエンテーション 

・アパレルの仕組み 

・メンズ企画・品質・生産概論 

・角尺の使い方（紳士服と婦人服の裁断方法の違い）    

16 メンズフォーマルの基礎知識 

・フォーマルのジャケット（ピークカラー） 

・メンズファッションの代表的スタイル。     

・実寸による、ＳＢ１ボタンモデル製図。  

・ベストの補正方法。 

2 ジャケット（基本構造と名称・採寸方法に付いて。）  

・1/４尺定規でＳＢ２ツボタン製図のトレース実習 

・1/４尺定規によるスリーブ製図のトレース作製実習 

・採寸方法及び着せ付け方法に付いて。        

 

17  フォーマルジャケット（ピークカラー）                    

・１/４尺定規によるＳＢ１ボタンモデル製図のトレースの実習。         

・実寸によるＳＢ１ボタンピークカラーモデル製図。    

・仮縫サンプルによる、イメージと注意点。  

３ 

 

ジャケット（基本モデル）   

・実寸によるＳＢ２ッボタンモデル製図の作製実習。 

・現物仮縫いサンプルによる、イメージと注意点。 

18 フォーマルジャケット（ショールカラー） 

・１/４尺定規によるＳＢ１ボタンモデル製図のトレース作製。                   

・実寸によるＳＢ１ボタンショールカラーモデル製図。  

4 ジャケット用スリーブ基本モデル。 

・１/４尺定規によるスリーブのトレース実習。 

・実寸による、スリーブモデル製図 

 

19 SB３ッボタン中掛けモデル 

・１/４尺定規によるSB３ッボタン中掛けモデルのトレースの

作製。 

・実寸による、ＳＢ３ッボタンモデルの作製実習。 

5 グレーディングの基本。ジャケット＆べスト＆スラックス 

・1/４尺定規によるグレーディングの基本実習      

・１/４尺定規による体型補正方法。 

・ＪＩＳ規格に付いて 

20 ノーフォークジャケット 

・1/４尺定規のノーフォークのトレース実習。 

・実寸によるノーフォークモデル製図の作製実習 

・現物本縫いサンプルによるイメージと注意点。 
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6  ＤＢ４ボタンブレザー 

・1/４尺定規でDＢ４ツボタン製図のトレース実習。 

・実寸にてDＢ４ツボタンモデルの製図の作製実習・ 

21 ジャケット用スリーブ（スリムスリーブ）。 

・１/４尺定規によるスリーブのトレース実習。 

・実寸による、スリムスリーブモデル製図。 

・繊維製品を取り巻く主な法律。 

・紳士服の生産フローチャート。                    

7 ドレスシャッ（基本モデル作製）            

・1/４尺定規によるドレスシャッモデル製図のトレース実習。    

・実寸によるドレスシャッモデルの製図作製            

・採寸要領及び補正方法。 

22 ラグランコート（基本構造と名称、採寸方法 

・1/４尺定規によるラグランコートのトレース実習。  

・採寸方法及び着せ付け方法について。 

・現物仮縫いサンプルによる、イメージと注意点。 

8 ドレスシャッスリーブ（基本モデル作製）          

・1/４尺定規によるシャッスリーブモデル製図のトレース実習 

・実寸によるシャッスリーブモデルの製図の作製実習。 

・採寸要領及び体型補正方法 

23 ラグランスリーブ＆バルカラー基本モデル。 

・１/４尺定規によるスリーブのトレース実習。 

・実寸による、スリーブモデル製図。 

・実寸による、バルカラー製図。 

9 スラックス（基本構造と名称・採寸方法に付いて。） 

・1/４尺定規によるワンタックモデルトレース実習 

・実寸によるワンタックモデルの製図の作製実習。 

・採寸方法及び着せ付け方法に付いて。       

24 ラグランスリーブ（基本モデルと体型補正） 

・実寸によるラグランスリーブの製図。 

・現物仮縫いサンプルによるイメージと注意点確認。 

・ラグランコートの補正方法。 

10 スラックス（基本モデル作製）ＪＩＳ基本サイズ。 

・実寸によるワンタックモデルの製図の作製実習。 

・現物仮縫いサンプルによるイメージと注意点の確認 

25 キングサイズジャケット（基本モデル） 

・1/４尺定規によるキングサイズ製図トレース実習。    

・実寸によるキングサイズジャケット作製。     

1１ スラックス（補正方法に付いて） 

・１/４尺定規による補正方法の書き方。           

・ＪＩＳ基本サイズに付いて。      

・商品の品質に関する主な法律（家庭用品品質表示法。他） 

26 ダブルコート（基本モデル作製） 

・１/４縮尺ＤＢ６ボタンダブルコートのトーレス実習。 

・実寸による、ＤＢ６ダブルコートモデル作製。 

・試験概要の説明。 

12 カマーバンド（５本ヒダ）とベストの採寸方法      

・1/４尺定規によるカマーバンドの製図トレース作製実習   

・実寸によるカマーバンドの製図の作製実習 

・現物仮縫いサンプルによるイメージと注意点の確認。 

27 ダブルコート用スリーブ（基本モデル作製） 

・１/４縮尺ＤＢ６ボタンダブルコート用スリーブのトーレス。 

・実寸による、ＤＢ６ダブルコート用スリーブモデル作製。 

・期末試験講習。ラグランスリーブと補正方法の書き方 

 



13 スラックス（ツータックモデル作製） 

・1/４尺定規によるツータックモデルの製図トレース実習。 

・実寸によるツータックモデルの製図の作製実習。    

・現物仮縫いサンプルによるイメージと注意点の確認。 
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14 スラックス（ニッカボッカモデル作製） 

・1/４尺定規によるニッカボッカモデルの製図トレース実習。 

・実寸によるニッカボッカモデルの製図の作製実習。    

・現物サンプルによるイメージと注意点の確認。 
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15 ベストＳＢ５ボタンモデル・ＤＢ６ボタン（基本モデル作製）  

・1/４尺定規によるＳＢ５ツボタンモデルの製図のトレース

実習。 

・実寸によるＳＢ５ツボタンモデルの製図作製実習。 

・実寸によるＤＢ６ボタンモデルの製図作製実習 

30  

 
【評価方法】  

１・実技作図試験 ２・ジャケット、スラックスモデル（メンズパタンナー実技試験対応）３・授業姿勢  ４・出席時間数 

 
主要教材図書  １・伝統的紳士服裁断方法  ２・オリジナルテキスト ３・オリジナル資料               

参考図書    

その他資料  
 

授業の特徴と担当教員紹介 

百貨店紳士服のカッティングデザイナーとしての経験をもとに、アパレル企業をはじめ衣料関係企業における即戦

力を目指したパターン技術を作品制作を行いながら習得する授業を実施 

 

記載者氏名     小川 登 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KD3 

科目ｺｰﾄﾞ 608200 

科  名アパレルデザイン科メンズデザインコース３年 

科目名 メンズファッション環境情報 

単  位    2 単位 

授業期間 （ 通年  ） 
 
担当教員(代表)：金田武 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

アパレルビジネスでの必要不可欠な技術及びその活用方法の育成を目標とし、卒業後企業において即戦力として活躍で

きる、実務的ワーキングスキルとコミュニケーション能力の修得を目指します。 

  
【授業計画】 

 

前 

・アパレルにおける業務フローと関連事項の解説                 2 コマ 

・アパレル業務の実践(企画.パターン.縫製.その他)                     

・フローに則しシャツを作製しプレゼンテーション                  6 コマ 

（作製したシャツは文化祭バザー等で販売）                 
    

中～後半    

・「考えを売る」 と言うプロジェクトの解説とミーティング             2 コマ 

・今何がアパレル業界で問題なのかをサーベイ  

・学生自身が問題点をみつけ解決策を考える 

・みんなで話し合い考えて解決案を作成する                   13 コマ 

・考え（問題点と解決策）を伝える資料つくり  

   ・ターゲット企業へプレゼンテーション           

 

・その他、各分野のデザイナー（グラフィック等）とのトークセッション      4 コマ 
 

 
 

 
【評価方法】  

S〜C・F 評価 学業評価 60% 授業姿勢 40% 

 
主要教材図書         なし     

参考図書     

その他資料   アパレル企業業務資料 
 
授業の特徴と担当教員紹介 実践型、体験型、授業 
フリーランスデザイナー(メンズ、レディース) 

 
記載者氏名  金田武 
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科ｺｰﾄﾞ  12213 

科目ｺｰﾄﾞ 500830 

科  名 アパレルデザイン科ﾒﾝｽﾞﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ３年 

科目名 ファッションデザイン画 Ⅲ 

単  位     単位２ 

授業期間 (通年) 
 
担当教員(代表) 橋本 定俊： 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

どのような方法でアパレル業界に携わり社会に結びついていくか自ら考えようとする能力と 

学生各自のアイデンティティーの確立を基にメンズデザインのプロとして業界に対し戦力育成 

を目指し就職対応のデザイン画ファイルを制作する。 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

１ 人体のプロポーション メンズ（３コマ） 

   ヌードプロポーション 

   正面・横・斜め・後ろ 

 ２ ベーシックアイテムのスタイル画と製品図（４コマ） 

   シャツスタイル（着色仕上げ） 

   スーツスタイル ジャケット・パンツ 

 ３ デザイン発想（４コマ） 

   テーマ設定の基にメンズアイテムのオリジナルデザイン 

 ４ 企画ブック制作（３コマ） + 夏期課題 

   次シーズンのオリジナルデザイン提案 

 ５ 機能服のデザイン考案（２コマ） 

   機能服の歴史から現代に合うテーマの基にオリジナルデザイン 

 ６ パターン・図案のデザイン考案（２コマ） 

   オリジナル図案をデザインしベーシックアイテムに着色表現 

 ７ ファッションクロッキー（２コマ） 

   制限時間内に素早く描くためのテクニック 

 ８ 修了制作（５コマ）） 

   校内ファッション画展 

   テーマの基ファッションイラストレーションを描く 

   画材紹介・パステル・マーカー（デモンストレーション） 

 ９ まとめ（２コマ） 

 
【評価方法】  

１～８の各課題作品と学年末試験による評価 評価基準：学業評価７５％、授業姿勢２５％ 

 

 
主要教材図書                   

授業の特徴と担当教員紹介      
担当教員 橋本定俊 
ファッションデザイン画のテクニック向上に加え、担当教員のアパレル業界でのデザイナーとしてのキャリアと知識に基づ 
く、学生の未来に視点を置いた学習内容と指導になっている。 
担当教員は大学卒業後、文化服装学院アパレルデザイン科を卒業。(株) BIGI、(株) ワールド、タケオ・キクチのアシスタン 
トデザイナーを経て、(株)イトキンでオリジナルブランドを設立、その後文化服装学院、文化学園大学で、ファッションデザ 
イン画、ファッションイラストレーションの講師を務めている。(株)STHM代表。  
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参考図書  

その他資料  
 

記載者氏名 橋本 定俊 
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